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1． はじめに 

  近年，WEB上の仮想通貨に代表されるような，局所的に

使用可能な通貨が注目されている．円やドルなどの法定

通貨と併用することで，様々な面でコミュニティの活性化が

期待されている．そのため，通貨の創発または流通のメカ

ニズムを解明することは重要であり，代表的なものとして安

冨モデル[1]が提案されている．さらに，猪股[2]は安冨モ

デルを拡張しモデルを現実に近づけるために，社会ネット

ワークとしてリング格子ネットワークを導入し，さらに単純接

触効果を導入した．しかし，現実の社会ネットワークはリン

グ格子のような単純な構造にはなっていない．そこで，本

研究では通貨創発モデルにおける社会ネットワークの検

討をするためにスモールワールドネットワークを導入し，リ

ング格子ネットワークとの比較を行う． 

2． 社会ネットワーク 

 人は親類や友人など誰かしらとつながりを持っておりこの

つながりを社会ネットワークという．本研究では社会ネットワ

ークとしてリング格子ネットワークとスモールワールドネット

ワークを導入する．リング格子ネットワークとは頂点同士の

つながりを制限するもので左右の数人としかつながりをも

つことができない．スモールワールドとは知人を6人程度介

すると世界中の誰にでも辿り着くという現象でその現象を

再現したモデルをスモールワールドネットワークと呼ぶ．  

3． 単純接触効果 

 単純接触効果とは，接する回数が増えるほど好感度や

印象が高まる効果のことである．つまり，エージェントは商

品を見た回数が多いほどその商品を欲求する確率 𝑃 が高

くなる(式 1)．𝑎𝑖𝑗 は，エージェント 𝑖 が商品 𝑗 を見た回数で

あり，𝑁 は全エージェント数を示している．商品の種類は

エージェントの数だけ存在する． 

4． 得点 

 得点とは，現実世界の所得に近い概念である．得点が高

いほど効率の良いトレードが行われていると考えることがで

きる．エージェントはトレードの際に持ち運んだ商品の数だ

けコストを支払う(式 2)． 𝑖𝑛𝑐𝑖 はエージェント 𝑖 の得点，

 𝑐𝑎𝑟𝑟𝑦 は運送費を表わす外部パラメータを示している．

 

次にエージェントが消費行動を行った際には消費した

分だけ得点を増加させる(式 3)． 𝑝𝑖𝑗 はエージェント 𝑖 が持

っている欲求している商品 𝑗 の数を示す． 

𝑖𝑛𝑐𝑖 = 𝑖𝑛𝑐𝑖 + 𝑝𝑖𝑗  (式 3) 

また，エージェントが商品を生産する際にもコストを支払

う(式 4)． 𝑝𝑟𝑜𝑑 は生産費を表わす外部パラメータである． 

𝑖𝑛𝑐𝑖 = 𝑖𝑛𝑐𝑖 − 𝑝𝑟𝑜𝑑 (式 4) 

得点は全てのエージェントの平均を算出し，毎ターン出

力する．また，得点は毎ターン初期化する． 

5． シミュレーションモデル 

 安冨モデルに単純接触効果とリング格子ネットワークある

いはスモールワールドネットワークを取り入れ，2パターン

でシミュレーションを行った．エージェント数 𝑁 を1000，運

送費 𝑐𝑎𝑟𝑟𝑦 は1，生産費 𝑝𝑟𝑜𝑑 は2，その他については猪

股[2]と同じパラメータで固定し4000ターンまでのシミュレ

ーションを行った．図1はシミュレーションが十分安定したと

考えられる3901～4000ターンの得点の平均を示す．図1

よりスモールワールドネットワークの方が得点が高くなること

が分かる． 

 

図 1．得点の平均 

6． 考察 

 リング格子ネットワークでは，商品が出回っても消費した

いエージェントの元までたどり着きにくいため運送費がか

かってしまいこのような結果になったと考えられる．スモー

ルワールドネットワークでは頂点間距離が小さく，様々なエ

ージェントのもとに商品がいきわたるため得点が高くなった

と考えられる． 
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